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２０１４年１月９日、世界中の国々の代表者たちが、宇宙探査と利用をさら

に進展させ、それらが人類にもたらす直接的な恩恵を強調するために、ワシン

トンＤＣで開催された国際宇宙探査フォーラム（ＩＳＥＦ）で会合した。今回

のＩＳＥＦ会合は、欧州委員会と欧州宇宙機関によって始められた対話を継続

するものであり、前回の２０１１年１１月にイタリアで行われた対話において

は、宇宙探査の重要性と全人類への恩恵が強調された。米国は、ＩＳＥＦ主催

者として、宇宙探査を進展させるという強いコミットメントを表明し、すべて

の国に対して、人類の活動範囲を太陽系へと拡げることへの参加を促した。 

 

ＩＳＥＦの参加者は、宇宙探査とは、新たなフロンティアを調査し宇宙の中

における人類の場所に関する集団的感覚を拡げるという、我々の探求における

究極のチャレンジを象徴している旨言及した。全ての参加者は、宇宙探査から

得られるイノベーションと知識が経済成長と社会福祉に直接貢献することを確

認した。 

 

会合での議論は、過去半世紀になされた宇宙飛行の成果の多くは国際協力な

しには得られなかったであろうことを強調した。また、産業及び科学のレベル

における競争に導かれたイノベーションも宇宙探査の発展のための重要な要素

である。現在、国々は、協働することによりそれぞれの強みをてこにして、多

様な無人及び有人の宇宙ミッションを、幅広い社会的利益をもたらしつつ、実

施することに成功している。国々は、我々の惑星をよりよく理解し、我々の活

動範囲を小惑星、月及び火星を含む多様な太陽系の目的地へと拡げるための取

組をコーディネートしようとしている。ＩＳＥＦの参加国は、有人及び無人宇

宙探査は地球上の人々に恩恵をもたらすものであり、成果を積み重ね、有人火

星探査を長期的な目的としつつ、パートナーシップを拡大することによって、

最大の成功につながるものであることを認識した。また、ＩＳＥＦ参加者は、

宇宙探査における持続可能な国際協力の実現のため、政策レベルのコミットメ

ントが重要であることに留意した。 

 

ＩＳＥＦの参加者は、２０１３年８月に公表された国際探査ロードマップに

おいて文書化された、有人宇宙探査の戦略的ロードマップを作成するという、

国際宇宙探査協働グループ（ＩＳＥＣＧ）に参加している宇宙機関による活動

を支持した。参加者は、有人探査と無人探査のそれぞれによる特有の貢献と、

宇宙探査の共通の目標への貢献とを最大化するために、双方の探査の相乗効果

を増大させるための取組が拡大していることを歓迎した。彼らは、共通の長期
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目標を達成しつつ、個別の国家の優先事項に合致することを可能とする協力的

な国際協力ミッションを通じ、国々が先進的な宇宙探査能力を実証することを

可能とするような探査の段階的アプローチの価値を認識した。彼らは更なる宇

宙機関のＩＳＥＣＧへの参加拡大を奨励した。 

 

宇宙探査に関するこの共通のビジョンの一部として、ＩＳＥＦの参加者は、

史上最大で最も複雑な国際的科学技術プロジェクトである国際宇宙ステーショ

ン（ＩＳＳ）の重要性を認識した。研究、技術実証や実験の継続という利益に

加え、ＩＳＳでの協力は、国々が協力して設計し、出資し、広範かつ複雑なプ

ロジェクトを全うすることができることを説明している。８０か国以上の国に

よって研究が行われてきたことに鑑み、ＩＳＳの共同出資者は、この前例のな

い施設への国際的なアクセスの拡大を奨励するとともに、将来の宇宙探査にお

いてその価値が継続することに留意した。ＩＳＥＦ参加者は、更なる宇宙探査

プロジェクト、プログラム及び活動のために国際協力を促進する具体的な歩み

を継続することの必要性を認識した。 

ＩＳＥＦの参加者は、商業宇宙飛行活動の増大を認識した。このような民間

セクターの活動は、経済成長を拡大し、新たな活力とアイディアをもたらし、

宇宙探査を強化する。ＩＳＥＦの参加者は、既存の国内及び国際的なガイドラ

イン沿った探査における商業宇宙飛行活動の重要性を強調した。 

 

ＩＳＥＦの参加者は、国連宇宙空間平和利用委員会（ＣＯＰＵＯＳ）が、宇

宙船打ち上げ能力を有する国と有さない国が同様に、人類の宇宙での活動領域

を拡大すること及び１９６７年の宇宙条約の目的を進展させることについての

重要な事柄を継続して議論する重要な場であることを認識した。これらの国際

的に重要な事柄には、全ての利用者にとっての宇宙環境の長期持続性と、潜在

的に危険をもたらす物体からの地球の保護を含む。宇宙探査における多くの途

上国が初めて参加したことを受けて、ＩＳＥＦは、持続可能な開発を推進する

宇宙活動の価値も認識した。ＩＳＥＦの参加者は、ＩＳＳのようなプロジェク

トでの経験を踏まえつつ、将来の宇宙探査協力のための国際的な枠組みや共通

の原則について議論することの必要性に留意した。 

 

ＩＳＥＦ参加者は、日本からの２０１６年または２０１７年に次回の宇宙探

査対話を主催するという提案を歓迎するとともに、次の会合まで政策レベルの

協議を継続すべきであるということに合意した。参加者は、それぞれ自国政府

内の様々なステークホルダーにＩＳＥＦの結果を伝えることにコミットした。 

 

以上 






